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7月の行事予定                     ※令和 4 年 6 月 17日（金）現在の行事予定です。 

 

 

 

 

 

 

  

 

日 月 火 水 木 金 土 

 

 

 

    １ 

 

 

２ 

たなばたまつりおは

なし会 11：00 

３ 

 

 

４ 

休館 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

肥前島原子ども
狂言ワークショ
ップ 17：30 

９ 

おはなしのじかん 

11：00 

１０ 

手作り講座 

「こけ玉作り」 

10：00※要申込 

 

１１ 

休館 

１２ １３ １４ 

子どもの本を読

む会 13：30 

１５ 

さくら読書会 

10：00 

１６ 

おはなしのじかん

11:00 

文連読書会 13:30 

１７ 

 

 

１８ 

休館 

 

１９ ２０ 

 

２１ 

句楽会 13：00 

２２ 

 

２３       

おはなしひろば

11:00 

郷土史を学ぼう会 

14：00（森岳公民館 大ホール） 

２４ 

手作り講座 

「ミントのしゅわ

しゅわ入浴剤作り」 

10：00※要申込   

２５ 

休館 

２６ 

夏休み映画会 

「小さなバイキ

ングビッケ」 

13：30※要申込 

２７ 

 

２８ 

おはなしのじか

ん 0・1・2 11：

00 

 

２９ 

 

３０ 

科学教室 10：00 

※要申込 

おはなしのじかん 

11：00 

３１ 

資料整理日（休館） 

      

                                                   

7/21(木)から 「マナーアップ大作戦」 

年間で最も利用の多いこの時期、「マナーアップ大作戦」と

して図書館でのマナーを見直してみましょう。 

★ 館内での飲食 

★ 机や椅子に荷物を置いての席取り 

★ 大声でのおしゃべり 

★ 携帯電話での通話 

★ 本の切り取り、折り曲げ、落書き 

快適な環境作りに職員一同努めてまいります。 

皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 
７/１（金）から参加受付開始      手作り講座 アロマのある暮らし       対象：小学生～大人 

「ミントのしゅわしゅわ入浴剤作り」      「色が変わるハーブで染める！アロマが香るうちわ作り」 

ミントの香りをつけたお風呂に入れると          色が変わるハーブで紙を染めて、涼しげなうちわを作ります。 

しゅわしゅわ溶ける入浴剤を２個作ります。        ３色ハーブ液のスプーレーボトル付きで自宅でも楽しめます。 

日程 ① ７月２４日（日）10：00～11：00           日程   ８月７日（日）10：00～11：00 

② ８月１９日（金）18：00～19：00           募集人数 ６人（申込制） 

募集人数 各７人（申込制）                  参 加 費 ５００円 

参 加 費 ３５０円                      持ってくるもの エプロン、タオル（色がついてもよいもの） 

持ってくるもの エプロン        申込み・お問い合わせ 島原図書館カウンターまたはお電話でお申し込みください。 

 

図書館だより７月 

〒８５５－００３６ 島原市城内１丁目１２０２  島原図書館 ０９５７－６４－４１１５ 
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島原城築城 400 年記念事業協賛事業 

島原図書館「郷土史を学ぼう会」／第 221 回市民文化講座 

「天草島原一揆後を治めた代官 鈴木重成」 

日時：７月２３日（土）１３：３０～ 

場所：森岳公民館 大ホール 

料金：無料 ／ 定員 5０人（先着順） 

講師：田口 孝雄 氏（天草市 鈴木神社宮司） 

申込：島原図書館カウンターかお電話でお申し込みください 



新 刊 案 内 

 

●スパイコード W      福田  和代／KADOKAWA  ●あきらめません！        垣谷  美雨／講談社   

                         

 

 

 

 

 

 

●奇跡集           小野寺  史宜／集英社    ●今日は、これをしました    群  ようこ／集英社  

                         

 

 

 

 

 

 

●棘の家          中山  七里／KADOKAWA  ●忍者に結婚は難しい       横関  大／講談社                       

                          

 

 

 

 

 

 

●〈磯貝探偵事務所〉からの御挨拶           ●広重ぶるう           梶  よう子／新潮社  

               小路  幸也／光文社  

                          

 

 

 

 

 

 

●  心が疲れない「正しい」休み方             ●まだまだ身の下相談にお答えします  

             るろうに／KADOKAWA              上野  千鶴子／朝日新聞出版  

                          

 

 

 

ホームページからも本の検索が出来ます。お知らせ等も記載しておりますので、ぜひご活用ください。 

島原図書館・有明図書館の HP アドレス https://www.shimabara-city-libraries.jp/ 

図書館東側駐車場 10 台（うち、軽自動車３台）、西側に身障者専用駐車場１台、新生病院横駐車場 21 台が利用できます。 

土日祝日のみ、島原振興局駐車場も利用できます。ぜひご活用ください。 

小樽の高級料亭旅館<銀の鰊亭>で起こった火事にま

つわる騒動から 1 年。磯貝公太はその事件を機に警察

を辞め、私立探偵となった。かつての同僚刑事が開設

祝いに持ってきた依頼は、人捜しで…。『小説宝石』

連載を単行本化。 

小 6 の娘がイジメを苦に飛び降り自殺を図った。加害

者への復讐を誓う母親。中学教師の父親を責める息

子。崩壊する家庭を守るため、父親は学校と闘うこと

を決意する…。『小説野性時代』連載を書籍化。 

伊賀と甲賀。消えたはずのライバル忍者一族は、令和

の今も人知れず暗躍していた。悟郎と蛍はお互い忍者

だと知らずに結婚したが、いまや離婚寸前。そんなあ

る日、伊賀系の大物政治家が暗殺され…。 

武家に生まれた歌川広重は浮世絵師を志す。しかし、

彼が描く美人画や役者絵は酷評ばかり。鳴かず飛ばず

の貧乏暮らしに甘んじていた広重だが、ある日舶来の

高価な顔料「ベロ藍」に出会い…。『小説新潮』連載を

単行本化。 

中国が台湾侵攻に乗り出した。旧日本軍が残した伝

説の “特務機関 Ω”も行動を開始。正体を隠していた

工作員たちが、世界各地でミッションに挑む。彼ら

は台湾を、世界を救えるのか。中国を止める切り札

「W」とは。 

満員の朝の快速電車。腹痛のぼくがその場にしゃがも

うとした瞬間、先に女性がしゃがみこみ…。偶然、同

じ電車の同じ車両に乗り合わせた見知らぬ人々が起

こす小さな奇跡を描いた連作短編小説。『小説すばる』

掲載を単行本化。 

閉鎖的な地域社会、男尊女卑…。定年退職を迎えた郁子

の夢のセカンドライフは、夫の田舎への移住をきっかけ

に崩れていく。だが、ある日出会った銀髪の女性議員・

市川ミサオの後押しで、なぜか市議会議員に立候補する

ことに !? 

心の疲れが取れる「お酒」の飲み方、睡眠の質を高め

る「寝る準備」、脳を休める「ポモドーロ・テクニッ

ク」…。ネガティブな感情も、人間関係のストレスも

全ての悩みがスーッと消えていく超実践的な 46 のメ

ソッドを紹介する。 

編み物、動画鑑賞、新聞購読、マスク作り…。無理を

しない。無駄をしない。いくつになっても、家の中で

も、近所でも、喜びや楽しみは見つけられる。彩りに

満ちた日常を綴ったエッセイ集。『よみタイ』連載を加

筆し単行本化。 

親が憎い、夫・妻とうまくいかない、認めたくない老

いの現実…。生きていれば誰しもぶつかる切実な悩み

の数々に、上野千鶴子が真摯に明快に痛快に答える。

『朝日新聞』土曜別刷掲載を再構成し文庫化。 

https://www.shimabara-city-libraries.jp/

